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楢葉町除染検証委員会（第 1回） 
	
 

日	
 	
 時	
 平成 25 年 11 月 26 日（火）午前 11 時から午後 5時まで	
 

場	
 	
 所	
 楢葉町役場	
 3 階	
 大会議室	
 

	
 

議事次第	
 

１	
 開会	
 

２	
 楢葉町除染検証委員会について	
 

３	
 委員委嘱	
 

４	
 オブザーバー委嘱	
 

５	
 委員長指名	
 

６	
 町長挨拶	
 

７	
 議事	
 

（１）委員長挨拶	
 

（２）副委員長指名	
 

（３）委員自己紹介	
 

	
 

＜昼食・休憩＞	
 

	
 

【現地視察調査】	
 

	
 ・仮置場視察（松館・旭ケ丘除染仮置き場）	
 

・ガンマカメラによる可視化測定（デモ）	
 

	
 ・地区周辺除染終了後の状況視察	
 	
 	
 

	
 

（４）楢葉町の復興状況	
 

資料１	
 楢葉町の現状と復興に向けての取組み	
 

（５）楢葉町の現状（除染・モニタリング等の状況）	
 

	
 	
 資料２	
 除染・モニタリング等の状況【楢葉町】	
 

	
 	
 資料３	
 ガンマカメラによる放射線可視化測定について【(株)東芝】	
 

	
 	
 資料４	
 除染結果書について	
 【環境省】	
 

	
 	
 資料５	
 今後の検討・とりまとめの方向性について【楢葉町】	
 

（６）その他	
 

８	
 閉会	
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委員名簿 

氏 名 役 職 所     属 

児玉 龍彦 教授 東京大学アイソトープ総合センター長 

塩沢 昌 教授 東京大学大学院 

仁多見 俊夫 准教授 東京大学大学院 

秋光 信佳 准教授 東京大学アイソトープ総合センター 

佐藤 健二 教授 いわき明星大学 

野川 憲夫 特任教授 福島大学うつくしまふくしま未来支援センター 
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○楢葉町除染検証委員会設置要綱 

 

(設置) 

第１条 東日本大震災並びに原子力災害からの復興に向け、環境省の事業として行われてきた

除染事業の情報を収集、精査し、効果的に線量が低減しているか等について有識者を通し分

析、検証するため、楢葉町除染検証委員会(以下「委員会」という。)を設置する。 

(所掌事項) 

第 2 条 委員会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(1) 除染効果の分析、検証に関すること。 

(2) 放射線に関する調査及び研究に関すること。 

(3) その他除染に関し必要な事項に関すること。 

(組織) 

第 3 条 委員会は、次に掲げる者をもって組織し、町長が委嘱する。 

(1) 除染及び放射線に関する知識を有する者 

(2) 関係行政機関の職員 

(3) その他町長が必要と認める者 

(任期) 

第 4 条 委員の任期は、除染検証結果報告をもって終了する。 

(委員長及び副委員長) 

第 5 条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

2 委員長は町長が指名するものとし、副委員長は委員長が指名により決定するものとする。 

3 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

(会議) 

第 6 条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。  

2 委員会の会議は、その目的により委員の一部をもって開くことができる。  

3 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者を出席させ、説明又は意見を求める

ことができる。 

(開催過程の取扱) 

第 7 条 会議については原則非公開とする。 

2 会議に提出した資料及び開催結果については、会議終了後公表する。 

(庶務) 

第 8 条 委員会の庶務は、放射線対策課において処理する。  

(委任) 

第９条 この訓令に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に

諮って定める。  

附 則  

この訓令は、平成２５年１０月２５日から施行する。 
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楢
葉
町
除
染
検
証
委
員
会
（
第
１
回
）

 
資
料
２

 

除
染
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
状
況

 
 

 
 
１

 
内
部
被
ば
く
量
検
査
の
結
果

 
 
２

 
簡
易
分
析
測
定
器
に
よ
る
食
品
の
放
射
能
レ
ベ
ル
の
測
定
結
果

 
 
３

 
環
境
ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ
に
よ
る
住
宅
の
放
射
線
量
の
計
測
結
果

 
 
４

 
農
地
土
壌
の
放
射
線
量
計
測
に
つ
い
て

 
 
５

 
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
に
よ
る
放
射
線
可
視
化
測
定
に
つ
い
て

 
 
６

 
ガ
ン
マ
ア
イ
に
よ
る
放
射
線
可
視
化
測
定
に
つ
い
て

 
 
７

 
今
後
予
定
し
て
い
る
放
射
線
量
計
測
に
つ
い
て

 

平
成
２
５
年
１
１
月
２
６
日

 

楢
葉
町
放
射
線
対
策
課

 

楢
葉
町

 

1
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1
 
内
部
被
ば
く
量
検
査
（
ﾎ
ｰ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｰ
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀ
ｰ
検
査
）
の
結
果

 

▶
延
べ

2
,5

62
人
の
受
検
者
の
う
ち
、
２
回
受
検
者
は
２
５
７
人
、
３

回
受
検
者
は
２
４
人
、
４
回
受
検
者
は

2
人
。

 

■
全
町
民

8
,1

3
1
人
（

2
3
年
秋
）
の
う
ち
、

 
 
平
成
２
５
年
１
０
月
末
ま
で
に
Ｗ
Ｂ
Ｃ
検
査

 
  
 を

受
検
し
た
の
は
、
延
べ

2
,5

6
2
人
。

 
   
 こ

の
う
ち
１

m
S

v
以
上
の
内
部
被
ば
く
者
は

  
  
 2

3
年

9
月
の
検
査
で
３
人
検
出
。

 

（
人
）
 

（参
考
）検

査
場
所

 

・常
磐
病
院
、
平
田
中
央
病
院
、

J
ｳ
ﾞｨ
ﾚ
ｯｼ
ﾞ 

 
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ
ｶ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
、
福
島
県
庁
、
会
津
大

 

 
学
、
河
東
、
共
立
、
東
海
、
新
潟
、
放
医

 

 
研
、
楢
葉
町
、
環
境
省

 
2
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2
-
①
簡
易
分
析
測
定
器
に
よ
る
食
品
の
放
射
能
レ
ベ
ル
の
測
定
結
果

 

■
楢
葉
町
公
民
館
に
設
置
し
た
放
射
線
簡
易
分
析
装
置
に
よ
る
、
住
民
持
ち

 
 
込
み
検
体
の
放
射
線
測
定
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

 
※
平
成
２
４
年
８
月
２
０
日
～
２
５
年
１
１
月
７
日
ま
で
に
持
ち
込
ま
れ
た
検
体
（
５
２
８
件
）の

計
測
結
果
を
キ
ノ
コ
類
、
米
、
果
実
、
水
、
動

 

 
 物
、
そ
の
他
（山

菜
等
）に
分
類
。

 


キ
ノ
コ
類
は
持
ち
込
ま
れ
た
検
体
の
全
て

に
お
い
て
検
出
。

 
  
  
線
量
が
最
も
高
い
の
は
、
桜
し
め
じ
で

 
  
  

1
5

,1
2

2
B

q
/
k
g
。

 
 

  
※
桜
し
め
じ
、
ク
リ
モ
ダ
シ
、
猪
鼻
、
ヒ
ラ

 
 

 
 
茸
、
舞
茸
、
松
茸
他

 

キ
ノ
コ
類
（総

数
：４
０
件
） 

（
件
）
 

（B
q

/k
g
）
 

3
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2
-
②
簡
易
分
析
測
定
器
に
よ
る
食
品
の
放
射
能
レ
ベ
ル
の
測
定
結
果

 

米
（総

数
：４
８
件
） 

果
実
（総

数
：1

2
1
件
） 


８
割
は
Ｎ
Ｄ
。

 
 

 高
い
も
の
で
も
１
３

B
q
/k

g
。

 


検
査
対
象
と
し
て
は
、
柿
、
栗
、

 
  
  
柚
子
が
多
い
。

 


最
も
高
い
線
量
は
栗
で

2
,6

3
1

B
q
/k

g
。

 


基
準
値

(1
0

0
 B

q
/k

g
)を

上
回
っ
た
の

 
  
  
は
全
体
の

2
6

%
。

 
 

 ※
柿
、
栗
、
柚
子
、
梅
、
キ
ン
カ
ン
、
キ
ウ
イ
、

 
 

 
 み

か
ん
、
イ
チ
ジ
ク
他

 

（
件
）
 

（
B

q
/k

g
） 

（
B

q
/k

g
） 

（
件
）
 

4
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２
-
③
簡
易
分
析
測
定
器
に
よ
る
食
品
の
放
射
能
レ
ベ
ル
の
測
定
結
果

 

水
（総

数
：1
５
５
件
） 

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

Ｎ
Ｄ

 
1

-1
0

0
1

0
0-

1
,0

0
0

1
,0

0
0
以
上

 

3
5

 

2
 

7
 

4
 

（
B

q
/k

g
） 

動
物
（
総
数
：４
８
件
） 


7
割
が
Ｎ
Ｄ
。
高
い
も
の
で
も

2
2

B
q
/k

g
。

 

 
 
※
井
戸
水
、
沢
水
、
湧
水

 

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0

0

1
2

0

Ｎ
Ｄ

 
1

-3
0

1
1

1
 

4
4

 


7
割
が
Ｎ
Ｄ
だ
が
、

7
,9

2
4

B
q
/k

g
と

 
 

 高
線
量
の
猪
が
存
在
。

 

 
 ※

猪
、
キ
ジ
、
鴨
、
鮭
、
鮎
、
イ
ク
ラ

 

（
件
）
 

（B
q

/k
g
）
 

（
件
）
 

5
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２
-
④
簡
易
分
析
測
定
器
に
よ
る
食
品
の
放
射
能
レ
ベ
ル
の
測
定
結
果

 

そ
の
他
（総

数
：１
１
６
件
） 


検
査
対
象
は
山
菜
が
主
。

 
  
  
中
で
も
た
ら
の
芽
が
高
く

5
,0

9
0

B
q
/k

g
 

  
  
の
も
の
が
存
在
。

 
 

 ※
た
ら
の
芽
、
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
、
筍
、
ふ
き

 
 

 
 の

と
う
、
そ
ば
の
実
他

 

（
B

q
/k

g
） 

6
 

（
件
）
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3
 
環
境
ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ
に
よ
る
住
宅
の
放
射
線
量
の
計
測
結
果

 

■
環
境
ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ
に
よ
る
個
人
宅
の
定
点
観
測
を
実
施
。

 


日
を
追
っ
て
線
量
は
減
少
。
室
内
の
平
均
値
は
、
0
.3
μ
S
v
/
h
を
下
回
る
数
値
と
な
っ

て
い
る
。

 

【１
６
軒
平
均
】（

h
2

5
.4

.8
～
計
測
継
続
中
） 

【１
０
軒
平
均
】（

h
2

4
.1

1
.2

9
～
計
測
継
続
中
） 

（
注
）
平
成
２
４
年
１
１
月
か
ら
１
０
軒
を
計
測
開
始
。
そ
の
後
平
成
２
５
年
４
月
か
ら
６
軒
の
計
測
を
追
加
。
（個

別
デ
ー
タ
は
別
添
資
料
２
参
照
）
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（
μ
S
v
/
h
）
 

（
μ
S
v
/
h
）
 

62



４
 
農
地
土
壌
の
放
射
線
量
計
測
に
つ
い
て

 

8
 

■
国
に
よ
る
農
地
除
染
後
の
土
壌
放
射
線
量
を
町
独
自
で
計
測
。
放
射
性
物

 
 
質
の
濃
度
低
減
確
認
を
実
施
。

 
※
作
業
方
法
：
楢
葉
町
１
１
地
区
の
農
地
（
水
田
）
2
2
0
か
所
の
土
壌
中
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出

 

 
 
器
を
用
い
て
測
定
。
（別

添
資
料
４
参
照
。
）
 

    

グ
ラ
フ
、
コ
メ
ン
ト
掲
載

 
（測

定
実
施
中
に
付
き
次
回
以
降
掲
載
）
 

 
  

    

濃
度
分
布
図
掲
載

 
（測

定
実
施
中
に
付
き
次
回
以
降
掲
載
）
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５
 
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
に
よ
る
放
射
線
可
視
化
測
定
に
つ
い
て

 

9
 

■
主
に
住
宅
除
染
後
の
放
射
線
を
可
視
化
。
１
１
月
か
ら
３
月
末
に
か
け
て

1
,2

5
0
世

 
 
帯
を
対
象
に
実
施
予
定
。

 
 

■
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に
よ
る
計
測
と
合
わ
せ
て
、
除
染
の
低
減
効
果

 
 
確
認
と
と
も
に
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
。

 

※
線
量
範
囲
：
0
.1
μ
S
v
/h
～

 
セ
ン
サ
ー
：半

導
体
検
出
素
子

 
撮
影
時
間
：
２
０
分
程
度

 

庭
先

 
T
O

S
H
IB

A
 

T
O

S
H
IB

A
 

T
O

S
H

IB
A

TOSHIBA

TO
S
H
IB

A

TOSHIBA

敷
地
内

 

4
箇
所
撮
影

 

家 屋
 

【
敷
地
内
撮
影
の
イ
メ
ー
ジ
】
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６
 
ガ
ン
マ
ア
イ
に
よ
る
放
射
線
可
視
化
測
定
に
つ
い
て

 

1
0

 

■
主
に
公
共
施
設
の
放
射
線
を
可
視
化
。

 
■
最
も
リ
ス
ク
低
減
が
必
要
な
場
所
（
集
会
所
、
教
育
施
設
等
）
を
中
心
に
シ
ン
チ
レ
ー

 
 
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に
よ
る
計
測
と
合
わ
せ
て
、
除
染
の
低
減
効
果
確
認
と
と
も

 
 
に
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
。

 

※
線
量
範
囲
：
0
.0
1
μ
S
v
/h
～

 
 
セ
ン
サ
ー
：タ
リ
ウ
ム
入
り
ヨ
ウ
化
セ
シ
ウ
ム

 
 
撮
影
時
間
：
３
～
４
時
間

 


線
量
の
高
い
ポ
イ
ン
ト
が
他
の
領
域

と
相
対
比
較
さ
れ
赤
く
表
示
。

 


楢
葉
町
役
場
は
全
体
的
に
放
射
能
レ

ベ
ル
は
低
い
。
屋
外
で
は

0
.2

-
0
.3
μ
S
v
/h
程
度
で
屋
内
で
は

0
.1
μ
S
v
/h
を
切
っ
て
い
る
。

 
 

（
詳
細
画
像
は
、
別
添
資
料
３
参
照
。
）
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７
 
今
後
予
定
し
て
い
る
放
射
線
量
計
測
に
つ
い
て

 

（
１
）
屋
内
の
放
射
線
汚
染
度
計
測

 
 （
２
）
ダ
ス
ト
サ
ン
プ
リ
ン
グ
計
測

 

1
1
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・

サ
イ

ク
ル

技
術

部

分
類

２

P
F
1
-
2
0
1
3
-
0
0
0
0
4
2
 R

e
v.

0

第
１

回
楢

葉
町

除
染

検
証

委
員

会
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or
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n

2

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

の
原

理

■
ガ

ン
マ

線
入

射
方

向
、

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

位
置

で
の

相
対

強
度

を
可

視
化

・
ピ

ン
ホ

ー
ル

に
よ

り
ガ

ン
マ

線
相

対
強

度
の

二
次

元
分

布
を

作
成

・
二

次
元

分
布

を
ビ

デ
オ

撮
影

映
像

に
重

ね
て

表
示

⇒
汚

染
・
線

源
の

「
存

在
」
を

可
視

化
し

、
点

で
は

な
く

面
で

漏
れ

な
く

確
認
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C
or

po
ra

tio
n

3

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

の
外

観

光
学

レ
ン

ズ
（
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
受

光
部

)

ピ
ン

ホ
ー

ル
（
ガ

ン
マ

線
の

入
射

窓
）

69



©
 2

01
3

To
sh

ib
a 

C
or

po
ra

tio
n

4

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

の
特

長
（
１

／
２

）

■
測

定
性

能

「
0
.1

μ
S
v/

h
(
ガ

ン
マ

カ
メ

ラ
位

置
)
の

汚
染

部
位

の
識

別
が

可
能

」

・
検

出
感

度
：

1
c
p
s/

(
μ

S
v/

h
)

・
検

出
限

界
：

Ｂ
Ｇ

（
バ

ッ
ク

グ
ラ

ン
ド
）
と

ピ
ン

ホ
ー

ル
か

ら
入

射
す

る

放
射

線
と

の
統

計
的

な
ゆ

ら
ぎ

で
決

ま
る

＜
撮

影
時

間
の

例
＞

汚
染

部
位

か
ら

カ
メ

ラ
位

置
へ

の
線

量
率

寄
与

が
0
.1

μ
S
v/

h

－
B
G

0
.1

μ
S
v/

h
の

場
合

、
約

３
０

秒
で

識
別

－
B
G

1
.0

μ
S
v/

h
の

場
合

、
約

３
分

で
識

別
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C
or

po
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tio
n

5

■
撮

影
範

囲

■
重

量
・
サ

イ
ズ

・
電

源
－

９
．

８
ｋ
ｇ
・
手

持
ち

可
能

、
３

８
０

(
L
)
×

1
1
0
(
W

)
×

2
4
1
(
H
)
m

m
－

専
用

内
蔵

バ
ッ

テ
リ

／
Ａ

Ｃ
１

０
０

Ｖ

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

の
特

長
（
２

／
２

）
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C
or

po
ra

tio
n

6

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

で
の

撮
影

例
（
模

擬
線

源
に

よ
る

画
像

）

８
×

８
分

割
表

示
１

６
×

１
６

分
割

表
示
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C
or

po
ra

tio
n

7

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

の
撮

影
例

（
汚

染
箇

所
）

側
溝

雨
ど

い
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C
or

po
ra

tio
n

8

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

の
撮

影
例

（
除

染
前

後
）

除
染

後
除

染
前
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C
or

po
ra

tio
n

9

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

の
活

用
ケ

ー
ス

１
．

除
染

実
施

範
囲

の
撮

影
（

除
染

後
）

２
．

周
辺

環
境

か
ら

生
活

圏
へ

の
影

響
確

認

３
．

再
汚

染
の

有
無

調
査

（
定

点
撮

影
）

４
．

森
林

等
の

汚
染

調
査

５
．

仮
置

き
物

等
の

監
視

６
．

除
染

効
果

の
住

民
説

明

７
．

学
校

教
育

へ
の

資
料

提
供

８
．

風
評

被
害

の
緩

和
（

復
興

へ
の

貢
献

）

←
 基

本
的

な
実

施
計

画
範

囲

必
要

に
応

じ
て

別
途

実
施

調
整
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1
0

活
用

ケ
ー

ス
１

：
除

染
実

施
範

囲
の

撮
影

（
除

染
後

）

除
染

作
業

空
間

線
量

率
は

低
下

し
た

か
念

の
た

め
の

チ
ェ

ッ
ク

撮
影

・
特

異
な

汚
染

分
布

が
残

っ
て

い
な

い
こ

と
の

確
認

・
適

切
な

撮
影

レ
ン

ジ
で

評
価

十
分

に
低

下
、

も
し

く
は

空
間

線
量

率
が

低
い

状
況

（
判

断
基

準
は

個
別

に
設

定
）

低
下

し
な

い
、

も
し

く
は

低
下

し
き

れ
な

い

除
染

範
囲

の
分

布
確

認
撮

影
特

異
な

汚
染

分
布

な
し

活
用

ケ
ー

ス
２

へ
（

周
辺

環
境

か
ら

生
活

圏
へ

の
影

響
確

認
）

特
異

な
汚

染
分

布
あ

り

再
除

染
作

業
の

実
施

◎
実

施
対

象
：

滞
在

時
間

の
長

い
場

所
住

居
、

公
共

施
設

、
学

校
・

保
育

園
等

除
染

後
撮

影
画

像
例

除
染

範
囲

の
分

布
確

認
撮

影
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1
1

活
用

ケ
ー

ス
２

：
周

辺
環

境
か

ら
生

活
圏

へ
の

影
響

確
認

周
辺

環
境

か
ら

の
放

射
線

影
響

確
認

撮
影

※

特
異

的
に

影
響

の
大

き
い

汚
染

分
布

あ
り

活
用

ケ
ー

ス
３

へ
（

効
果

的
な

除
染

範
囲

の
検

討
）

除
染

実
施

可
能

除
染

実
施

可
否

の
検

討

室
内

か
ら

の
撮

影
画

像
例

周
辺

環
境

か
ら

の
影

響
確

認
撮

影

●
除

染
後

に
空

間
線

量
率

が
下

が
ら

な
い

要
因

調
査

●
滞

在
時

間
の

長
い

場
所

を
中

心
に

周
辺

を
撮

影

◎
実

施
対

象
：

滞
在

時
間

の
長

い
場

所
住

居
、

公
共

施
設

、
学

校
・

保
育

園
等

特
異

的
に

影
響

の
あ

る
汚

染
分

布
な

し

除
染

実
施

不
可

能

他
の

要
因

調
査

／
空

間
線

量
率

等
を

含
め

た
判

断

他
の

対
応

方
法

検
討

／
処

置
判

断

※
除

染
後

に
撮

影
す

る
こ

と
に

よ
り

、
除

染
前

で
は

見
え

づ
ら

い
周

辺
汚

染
分

布
が

確
認

し
や

す
く

な
る
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1
2

活
用

ケ
ー

ス
３

：
再

汚
染

の
有

無
調

査
（

定
点

撮
影

）

●
除

染
済

エ
リ

ア
で

代
表

ポ
イ

ン
ト

を
定

め
、

撮
影

実
施

●
ウ

エ
ザ

リ
ン

グ
に

て
土

壌
等

が
流

れ
留

ま
り

や
す

い
ポ

イ
ン

ト
を

選
定

（
裏

山
麓

等
）

●
定

期
撮

影
（

豪
雨

の
後

等
）

、
空

間
線

量
率

が
上

昇
し

た
場

合
等

に
実

施

●
除

染
後

撮
影

画
像

と
の

比
較

に
よ

り
、

分
布

に
変

化
が

あ
る

か
確

認

◎
実

施
対

象
：

住
居

、
学

校
・

保
育

園
等
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n

1
3

活
用

ケ
ー

ス
４

：
森

林
等

の
汚

染
調

査

●
森

林
除

染
は

、
樹

木
の

伐
採

に
よ

る
斜

面
の

土
砂

崩
れ

、
再

汚
染

等
の

リ
ス

ク
が

あ
り

容
易

で
は

な
い

●
活

用
ケ

ー
ス

２
に

示
す

よ
う

生
活

圏
へ

の
影

響
を

踏
ま

え
て

、
実

施
要

否
・

範
囲

を
検

討
す

る
必

要
あ

り

●
ガ

ン
マ

カ
メ

ラ
に

よ
る

汚
染

影
響

分
布

、
空

間
線

量
、

樹
木

・
土

壌
の

汚
染

状
況

を
踏

ま
え

て
除

染
実

施
要

否
を

判
断

す
る

◎
実

施
対

象
：

住
居

、
学

校
・

保
育

園
等

樹
木

か
ら

の
影

響
分

布
斜

面
か

ら
の

影
響

分
布
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1
4

活
用

ケ
ー

ス
５

：
仮

置
き

物
等

の
監

視

●
除

染
で

発
生

し
た

仮
置

き
物

が
安

定
し

た
状

態
で

保
管

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

監
視

（
仮

置
き

場
の

汚
染

土
壌

、
焼

却
施

設
保

管
の

汚
染

灰
等

）

●
定

期
的

な
撮

影
・

画
像

比
較

に
よ

り
、

放
射

性
物

質
の

漏
出

が
な

い
こ

と
を

確
認

●
放

射
性

物
質

を
取

扱
う

設
備

、
施

設
の

監
視

用
と

し
て

も
有

効

◎
実

施
対

象
：

仮
置

き
場

、
焼

却
施

設
等
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1
5

活
用

ケ
ー

ス
６

：
住

民
へ

の
除

染
効

果
の

説
明

●
住

民
に

除
染

効
果

を
正

し
く

理
解

頂
く

た
め

、
撮

影
し

な
が

ら
除

染
作

業
を

行
う

●
除

染
に

よ
り

画
像

が
変

化
し

て
い

く
様

子
を

確
認

頂
く

こ
と

で
理

解
促

進
が

図
れ

る

●
撮

影
後

、
画

像
を

繋
ぎ

合
わ

せ
た

動
画

を
作

成
し

、
説

明
資

料
と

し
て

利
用

す
る

●
各

地
域

毎
に

デ
モ

的
に

実
施

し
て

い
く

こ
と

な
ど

も
効

果
的

と
考

え
ら

れ
る

除
染

前
除

染
後

山
砂

客
土

後

81



©
 2

01
3

To
sh

ib
a 

C
or

po
ra

tio
n

1
6

活
用

ケ
ー

ス
７

：
学

校
教

育
へ

の
資

料
提

供

●
放

射
線

に
よ

る
影

響
等

を
正

し
く

理
解

し
て

も
ら

う
た

め
、

撮
影

画
像

等
に

よ
る

教
育

資
料

を
提

供

●
目

に
見

え
な

い
放

射
線

に
よ

る
影

響
を

、
可

視
化

し
た

影
響

分
布

画
像

を
用

い
る

こ
と

で
理

解
促

進
が

図
れ

る
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1
7

活
用

ケ
ー

ス
８

：
風

評
被

害
の

緩
和

（
復

興
へ

の
貢

献
）

●
汚

染
の

な
い

、
も

し
く

は
除

染
済

の
施

設
を

撮
影

・
農

作
物

関
連

施
設

（
果

樹
園

等
）

・
イ

ベ
ン

ト
会

場
・

観
光

ス
ポ

ッ
ト

、
等

●
汚

染
が

な
い

こ
と

を
示

す
分

布
画

像
を

利
用

し
ア

ピ
ー

ル
資

料
作

成

●
可

視
化

画
像

で
風

評
被

害
を

緩
和

、
復

興
に

貢
献
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楢
葉
町
に
お
け
る
除
染
の
状
況

 

平
成

2
5
年

1
1
月

2
6
日

 
環
境
省

 福
島
環
境
再
生
事
務
所

 

速
報
値
に
よ
る
暫
定
版

 
（
今
後
デ
ー
タ
の
精
査
・
分
析
が
必
要
）

 

資
料
４
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0

2
0
0
0

4
0
0
0

6
0
0
0

8
0
0
0

1
0
0
0
0

1
2
0
0
0

1
4
0
0
0

1
6
0
0
0

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

2

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3

それ以上 

【測定点数】 

空
間
線
量
率
（
μ
S
v
/
h
）

 

 
■
除
染
に
よ
る
低
減
効
果
（
空
間
線
量
率
１
ｍ
）

 

除
染
前

 

除
染
後

 

１
 

※
除
染
前
測
定
時
期
：
平
成

2
4
年

9
月

4
日
～
平
成

2
5
年

8
月

3
1
日

 
除
染
後
測
定
時
期
：
平
成

2
4
年

9
月

2
4
日
～
平
成

2
5
年

8
月

3
1
日

 

※
８
月
末
時
点
の
速
報
値
（
デ
ー
タ
は
確
定
前
の
速
報
値
で
す
の
で
、
後
日
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

 

※
放
射
線
量
は
、
除
染
作
業
の
前
後
で
測
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
自
然
減
衰
等
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 

楢
葉
町
北
西
部
（

1
2
行
政
区
）
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■
除
染
に
よ
る
低
減
効
果
（
空
間
線
量
率
１
ｍ
）

 
２

 

除
染

前
の

線
量

帯
（
μ

S
v
/
h
）

測
定

点
数

除
染

前
の

平
均

値
（
μ

S
v
/
h
）

除
染

後
の

平
均

値
（
μ

S
v
/
h
）

低
減

率

1
.0
以

上
1
5
,1
2
0

1
.3
9

0
.6
4

5
4
%

0
.7
5
以

上
1
.0
未

満
9
,3
2
3

0
.8
6

0
.4
6

4
7
%

0
.5
以

上
0
.7
5
未

満
1
1
,8
8
7

0
.6
2

0
.3
7

4
1
%

0
.5
未

満
9
,5
1
5

0
.3
8

0
.2
6

3
2
%

1
.0
以

上
3
,3
1
8

1
.5
2

0
.8
5

4
4
%

0
.7
5
以

上
1
.0
未

満
1
,1
7
2

0
.8
4

0
.5
0

4
1
%

0
.5
以

上
0
.7
5
未

満
1
,8
0
7

0
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※
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。
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2 
 

（参考２）森林の除染実証試験（下草・落葉の除去）の概要について 

 
 
１ 実施主体 （独）森林総合研究所（協力：福島県林業研究センター） 
 
２ 試験日時  平成23年９月14日（水）～16日（金） 
 
３ 試験場所  福島県林業研究センター多田野試験地 

（福島県郡山市逢瀬町、スギ・ヒノキ人工林47年生） 

 
 

 

写真１ 試験地全景 
４ 試験の概要 

林内の中腹に設置した調査点を中心に、下草と落葉（落葉や落枝からなる堆積有機物

層）の除去範囲を段階的（1m×1m、2m×2m、4m×4m、8m×8m、12m×12m；た

だし長さは斜距離）に拡げながら調査点の空間線量率を測定するとともに、除去による

下草と落葉の発生量も測定しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

写真２ 除去の様子                   写真３  試験地（中央が調査点） 

 

  

福島第一原発

郡山 
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3 
 

 
写真４  除去前と除去後の状況 

     （写真の右側が除去前の状態です。左側が 

落葉等を除去した後の状態です。）   
 
 
 
 
 
 

 
５ 試験結果について 

下草と落葉の除去により、調査点の高さ１ｍの空間線量率は除去前の毎時0.77マイク

ロシーベルトから 0.63 マイクロシーベルトまで低減しました（表１）。また、除去に伴

い発生した下草と落葉の重さは12ｍ×12ｍの範囲で約450 kg となりました（表２）。た

だし、これは除去直後に測定した重さ（湿重量）です。 
 

 
                

 
 
６ シミュレーションによる実証試験の検証 

  落葉等の除去による空間線量率の低減効果をシミュレートした結果、森林のタイプに

もよりますが、除去範囲が 20ｍを超えると除染の効果が低減することが分かりました

（図１）。 

実証試験の結果は、概ねシミュレーションで得られた傾向と一致しており、落葉等の

除去は林縁から20ｍ程度の範囲で行うことが効果的・効率的であると考えられます。 

 

写真５ 除去後の空間線量率の測定 写真６  除去した落葉等の仮置場所 

（除去量把握のため一袋毎に重量を計測後、ブルー

シートでおおい飛散防止の措置をとり保管します。）
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4 
 

表１ 調査点における空間線量率の値（単位：マイクロシーベルト／時） 

 

測定高 除去前 除去後 
1m×1m 2m×2m 4m×4m 8m×8m 12m×12m 

1.0m 0.77 0.73 0.69 0.69 0.63 0.63 
0.5m 0.86 0.73 0.69 0.66 0.62 0.58 
0.1m 0.90 0.72 0.68 0.66 0.59 0.62 

 

 

 

表２ 発生した下草と落葉の累積重量（単位：キログラム） 

 

除去範囲 1m×1m 2m×2m 4m×4m 8m×8m 12m×12m 
下草 0.4  0.5 3.5 7.2 12.2  
落葉 2.2  9.0 39.3 178.6 433.4  
合計 2.6  9.5 42.8 185.8 445.6  

（表中の値は除去直後に測定した重さ（湿重量）を足し合わせたものです。） 

 

 

図１ 落葉等除去による空間線量率の低減シミュレーション 

 

※除去範囲は地表面と並行に距離をとったものであり、傾斜地の場合は斜距離となる。 
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楢葉町 除染検証委員会 

今後の検討・とりまとめの方向性について（素案） 

■基本の考え方 

＊単に除染の結果を示すだけでなく、以下のような住民の関心・不安に答えるものとする。 

 内部被曝への不安がある（空気・水・食への不安） 

 こども園で幼児を遊ばせても平気？ 

 住まいの線量を下げたい 

 風が強い日は放射能が飛んでくる？ 

■具体的な検討項目 

＊次の項目別に、次ページに示す形で、今後さまざまな情報を整理する。 

Ａ．全体を代表する指標 

①空間線量 

②内部被ばく線量（ホールボディカウンター） 

Ｂ．町民生活に関わる指標 

Ｂ−１．内部被曝関連 

③空気（ほこり・ダスト） 

④水（水道・河川・井戸・地下水） 

⑤食物（食品・自家菜果実） 

⑥農作物・農地 

⑦漁業（内水面） 

⑧畜産業 

Ｂ−２．外部被曝関連 

⑨住宅（屋根瓦・寝室の場所・庭 etc） 

⑩公共施設、公園 

⑪道路 

⑫林業・森林 

整理方法（案） 

現 状 
実態の把握方法、 

測定結果等 

 ○○については、このような測定を実施 

 ○○については、このようなことがわかっている 

 ○○については、こういう所の値が高い傾向がある 

現状評価 
委員会としての 

現状評価・課題認識 

 ○○の測定については、こういうことも追加 

 △▽が測定できていない 

 こういう場所を測定することも必要 

 もっとこうした情報を提供することが必要 

今後の 

対応 
委員会

の提言 

行政等 

 ◇◇を導入して測定する 

 ○○大学の協力を得て△△分析する 

 毎月、タブレットを活用して、各世帯宛てに情報を提供する 

町民等 
 ○○については、こうするよう配慮する 

 ボランティアの協力も得て、◇◇する 

 

資料５ 

96



楢葉町除染検証委員会（第 1回）議事要旨 

 

日 時：平成 25 年 11 月 26 日（火）11:00～17:00 

場 所：楢葉町役場 3階大会議室 

出席委員：児玉委員長、塩沢副委員長、秋光委員、佐藤委員、仁多見委員、野川委員、 

林特任准教授 

配布資料： 

 議事次第 

 委員名簿 

 楢葉町除染検証委員会設置要綱 

 資料１ 楢葉町の現状と復興に向けての取組み【楢葉町】 

 資料２ 除染・モニタリング等の状況【楢葉町】 

 資料３ ガンマカメラによる放射線可視化測定について【(株)東芝】 

 資料４ 除染結果書について【環境省】 

 資料５ 今後の検討・とりまとめの方向性について【楢葉町】 

 

議事： 

１．楢葉町除染検証委員会について 

(ア)事務局から楢葉町除染検証委員会設置要綱の説明。 

(イ)委員およびオブザーバーが委嘱され、松本町長により児玉委員が委員長に指名。 

(ウ)委員長挨拶の概要。 

① 委員会は住民から委嘱されたと考えている。したがって、委員会では、住民

の要望に応える形で検討していく。 

② 福島事故は環境汚染事故。福島の除染は 1 回の除染で終わるようなものでは

ない。除染は何十年にもわたる長い事業となる。したがって、住民の希望に

そって問題を明らかにし検証することである。当委員会はその第一歩を見る

ためにある。 

③ 放射性廃棄物のトレーサビリティをお願いしたい。フレコンバックがたくさ

ん置かれている。その隣は住民の生活の場。フレコンバックがどこにどのく

らいあって、今後どうなるのか、ということが福島県全体で管理されていな

い。この点を統一的に管理して、見える化することが大切である。 

２．現地視察 

(ア)仮置場視察に引き続き、ガンマカメラ測定のデモが行われた。 

３．楢葉町の復興状況について（資料 1） 

(ア)事務局より、資料 1に基づき説明がなされた。 

① 津波災害の復旧はどうなっているのか。  
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⇒津波被災地の廃棄物の集約については目途が付いた。堤防関係、防潮堤関

係をはじめとして、これから復興作業に入るところ。津波による浸水域

2.87km2、うち農地 1.65km2。 

４．楢葉町の現状（除染・モニタリング）について（資料２～資料５） 

(ア)事務局、東芝、環境省より、資料 2～5に基づき、それぞれ説明がなされた。以下、

議論された内容の概要。 

① 水から、22Bq が出たという話だが、地下水、湧水から直接ではなく、井戸へ

の異物混入だと思われる。その他、水に関しては、住民からの不安も承知し

た上で、科学的な事実は明確にすることも大切だ。（資料２ 2-③） 

② 水道、ため池、用水の問題については、農水省、国土交通省の所管。楢葉町

だけで解決できる問題ではない。国が全体として管理することがまだ整って

いないという状況なので、全体のプランを見て整理し、町の意見ややり方が

国まで上っていく仕組みを作らないといけない。 

③ 昨年の楢葉町の稲の試験耕作では、ほぼ 25Bq 以下で検出されずというレベル。

移行係数は十分に低いレベルと思う。例外的ではあるが、楢葉以外の場所で

農作物にセシウム移行しやすい土壌（つまり、土壌がセシウムを保持できな

い）が見つかっている。楢葉でそのような土壌があるかどうかを見極めるこ

とが大切なので、引き続き試験耕作を実施して、調査を継続することが必要。 

④ 内部被爆のデータ解析は、医者も配置して、しっかりと解析したほうがよい

かと思う。内部被爆問題は検証委員会でワーキンググループを作り、住民の

期待について、しっかりと解説できるようにした方が良い。ホールボディカ

ウンターはこれから整備していく必要がある。（資料２ 1） 

⑤ 住宅の線量をどうするか、どうモニタリングしていくかという問題に対して、

屋根を拭いているやり方が説明を受けているマニュアルと違う、という住民

からの話もあったが、そのような指摘について、国としての一貫性について

事実を確認すべきだ。マニュアル外の例外事象があったということは検証委

員会としては非常にシリアスな問題。 

⑥ 空気の問題について、ダストサンプリングを町で予算化を検討している。年

度内で実施できればと考えている。次回の検証委員会では、データを出すこ

とを考えている。 

⑦ ガンマカメラは、ホットスポットのような特定点を見つけるのには有効と考

えられる。客観的なデータとして示し、価値判断は入れないように注意深く

扱ってほしい。（資料２ 5、資料３） 

⑧ 山林の扱いについて、現在の技術で除染に応用可能なものがあるので、その

ような情報は提供できる。楢葉町は多くの山林を持っており、山林の除染に

対して、町として基礎的なデータから集めていく必要がある。データがない
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ので、住民の方の不安になっている。 

⑨ 学校や子供の環境については別項目にして、丁寧に扱う必要がある。 

⑩ 除染の作業によって出た廃棄物の扱いはどうなっているか。住民が帰町する

ときには、この話題は大きな論点になる。この論点は、資料 5 にも早い段階

で織り込んだらどうか。  

⇒フレコンバックにつめて、仮置き場においてある。第 2 回委員会の前には

資料として提供するので、次回の委員会で検討していただきたい。 

⑪ 簡易分析やホールボディカウンターなどの計測データの見せ方について、年

度別、年齢別にすることによって、放射線レベルの時間経過がわかり、生活

様式によるよりきめ細やかな対応を検討できる。また、例えば、米であれば

玄米か白米か等の分類を丁寧に示してもらえると、問題のありうる箇所が明

確化され、より適切な議論が可能になるので、そのようなデータの準備をお

願いしたい。（資料２ 1、資料２ 2-①、2-②、2-③、2-④） 

⑫ 住民の不安のひとつは、線量の短期的目標がこれで大丈夫なのかということ。 

<国の線量目標> 

長期的な目標：追加被ばく線量が年間１ｍＳｖ以下 

具体的な目標： 

➢平成 25 年 8 月末までに、一般公衆の推定年間被ばく線量を平成 23 年 8 月

末と比べて約 50％減少した状態の実現 

➢学校、公園など、子どもの生活環境については優先的に除染し、60％減少 

 を目標 

⑬ 住民からすると、マスコミで発表されているモニタリングポストの数値が、

それが私たちが聞いている数値とかけ離れている。実際にはもっと高いとこ

ろがある。  

⇒県の災害対策本部が午前と午後のデータをとりまとめマスコミにオープン

にしている。もう少し発表の仕方に配慮できるかどうか検討していただく形

をとりたい。 

５．その他 

(ア)次回の開催日時：1 月下旪、事務局としては、1 月 27 日～31 日までを次回候補と

したい。 

(イ)第 2 回委員会までに、各委員に専門的なレポートを準備していただきたい。土壌・

水については、塩沢委員。内部被ばくについては、秋光委員。地産地消のものに

ついては、佐藤委員、野川委員。森林については、仁多見委員にそれぞれお願い

する。 

 

以上 
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